
─ 155 ─

―1―

ファーストステップとしての模擬保育の考察
―保育内容総論における「手遊び模擬保育」の分 を通して―

          上 月 智 晴
              （児 学 科）

本研究では、特に学生が初めての模擬保育を体験する時の保育者役の課題内容について、「保育内容総論」
の中で行った「手遊び模擬保育」における学生の気づきを検討することを通して考察した。短い 動であるが、
「手遊び」に特化した「模擬保育」において、多くの学生の気づきが された。その要 として、学生全員が
り返し保育者役を経験できたこと、動画を しての振り返りを に行ったこと、手遊びを模擬保育とし

て行うにあたってのシチュエーションの工夫による効果が考えられたが、初めて経験する模擬保育における
「手遊び模擬保育」の 性が された。

．
から、幼稚園教 ・保育 を養成する大

学・短期大学において、学生の学 意欲や保育
実践力の向上、理論と実践の 等を目的に、
実習事前事後指導や 習・実 系教科目等で模
擬保育が取り れられてきたが、 0 年に し
い教職課 が されたことによってその導
が一 でいる。幼稚園教 養成課 の ア
カ ュラ である「保育内容指導法」では、
学生が す き 能力として、一般目 に
「幼児の発 や学びの を理解し、 体的な
指導場面を想 した保育を構想する方法を に
ける」ことが、そして、その 目 の つ

に「模擬保育とその振り返りを通して、保育を
する視点を に けている」ことが めら

れることとなり、保育内容指導法（健康・人間
関係・環境・言葉・表現・保育内容総論）にお
いて模擬保育の実 が 須となった。また、

0 0 年 月 、 ィルス感
の 大に い、多くの大学等で教育実習・保育
実習が実 できない事 が発生し、その代
としての模擬保育も近年行われている。今、保
育者養成大学において模擬保育が行われる

が えている。
模擬保育の意義や 性については、すでに

多くの 行研究によって らかにされているが、
効果的な模擬保育を行うにあたっては、その実
科目の目的・目 の 成だけでなく、学生の

学 等を まえた課題を することが重
要である。田爪・小泉（2006）によれば、模擬
保育を経験することによって、学生の「保育者
アイデンティティ」を確立させることに一 の
効果がある一方、保育実践に対する基礎的認
が 分なまま模擬保育を行うことが「保育者
アイデンティティ」の を する可能性が
あることも されている 1)。模擬保育は通 、
保育者役、子ども役、 察者役の 役を立てて
行うことが多いが、「保育者アイデンティティ」
の は、保育者役をどのように経験するのか
によって生じるものと考えられる。保育者役を
経験することによって保育に対する自信や び
を感じることができれば「保育者アイデンティ
ティ」は確立に向かうが、 にそれを感じられ
なかった場 は 方向に向かうだろう。
久富・須藤（2022）によれば、模擬保育を行

う際の保育場面や対象年齢、 動内容、時間、
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ループ単 か 人で行うのか等については、
当教員から指 されることが多く、その

エーションも多様 2) 3),であるとされる。当
、模擬保育を実 する教科目の目的・目 に

よって、保育者役の課題 は様 であってよ
い。しかしながら、学生が初めての模擬保育を
体験する場 には、特に、保育者役の課題
についてよく検討する 要がある。
本研究においては、2021 年度「保育内容総論」

（4 年制大学・2 年次前期 科目）で、学生が
大学 学後、初めて経験した模擬保育の検討を
行う。この年度は、 ィルス感
大に う緊 事 言・ま 等重点
が り返し発 され、前年度 様、 画の
大 な が なくされた年である。 回
の と どを対面から ンラインに し、ま

等重点 が解 された 回の
で とか対面で簡 的な模擬保育を実 するこ
とができた。
この簡 的な模擬保育は「手遊び」に特化し

た模擬保育であったが、教員の予想 上に学生
が意欲的に取り む姿や振り返り ポートでの
豊かな気づきが見られた。上月（2018）は、2017
年度の 科目において実 した模擬保育と学生
の気づきを検討 4 した。この時の模擬保育は「
の 」から「 動」までの 35~50 分 度の課
題に取り だものであるが、それとの 検
討も行いながら、「手遊び模擬保育」の 性、
ファーストステップとしての模擬保育課題につ
いて考察したい。

．2021 と

(1) 要
0 年度の当 科目の 生は 0 で、3 
ラスに分け を行った（ ラス 3 3 、

す て 者が 当）。教職課 アカ ュラ
であることから、 0 年度 学生からは 科
が す全体目 、一般目 、 目 を まえ
た内容のシラ スを作成している。 目 は、
「幼児期に育みたい ・能力と保育内容 5 領
域の らい び内容との関連を理解することが

できる」「幼児の遊びを通しての総 的な学びを
理解し、 体的・対 的で い学びを実現する
保育が構想できるようになる」「模擬保育を通し
て、園生 の 体的な場面に した指導 画の
作成、 、 の 方を理解することができ
る」の つで、 の （第 回）でこ
の科目を学 意義や 領域の考え方、生 や遊
びを通して総 的に行われる指導、幼児教育に
おける 、幼児期に育みたい ・能力等を
理解した後、 中 （第 0 回）で指導案
の作成の 方を学び（ で行う模擬保育
の 画・準備を関連 けて）、 （第

5 回）に、模擬保育の実 、振り返り、まと
めを行うという れになっている。
しかしながら、 の通り、 0 年度の「保

育内容総論」は、 ィルス感 大
に う緊 事 言・ま 等重点 が
り返し発 される であったことから、 5

回 の と どを ンライン（ ンデ ンド
動画 信や 課題 による ）に切り
え、 内容も の を えた。
模擬保育については、シラ スの 目 に、

「模擬保育を通して、園生 の 体的な場面に
した指導 画の作成等を理解する」ことを

げていたことから、その 体的な場面として、
「 動遊びの場面」と「 作遊びの場面」を
回ずつ 動として取り上げ、それ れその
動の前後に、導 となる手遊びや歌、 本等を
み わせた 的な構成を課題に考えていた

が、模擬保育を実 する回までに学生が集まっ
て ループで相 ・準備する時間が取れないこ
とや、模擬保育を実 する回においても、感

対 の から、 ・ 気時間を 時
間内に け、時間短 を行う 要があった
ことから、予 通りの模擬保育を行うことがで
きないと考え、簡 的な模擬保育として、手遊
びに特化した模擬保育を行うことに した。
手遊びは、特 な準備 や道 が 要なく、
作 の を できること、また、場

を問わずどこでもできる遊び、 人 でも し
める遊びなので、 を けるために多人 の学
生を 当な場 に分 させての実 も容 であ
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ること、さらに、手遊びは短時間で えること
ができるので、 前後の 気時間の確保もし
やすいこと等、都 がよいと考えた。
しかし、手遊びを模擬保育の課題として選

だ理由は感 対 上の理由だけではない。
手遊びを行うことによる教育的効果、 性を
も考えてのことである。手遊びは、いつでも、
どこでも、特 な道 も 要なく、保育者の
体 とつあればできる手 さがある。しかし、
だからこそ、保育者の指導力が問われるといっ
てよい。 の ールにも らず、保育者自 の
言葉かけと歌声と 体表現のみで、子どもた
と しい時間を り す力が められる。手遊
びは の 動の導 に いられることが多いと
される（吉田・奥田 00 5）、永津 0 が、手
遊び自体が しくなければ、 理・指 ・ 制
的な 動と化し、 なものになってしまう。
短い時間の中でも、子どもがやってみたいと思
える導 、 り返し しみたい、もっと発 さ
せたいと思える 、 よい え方、子ども
の気 に した 動の れがなければ、 し
いものにならない。これはまさに「保育を構想
する力」の基礎であり、そのようなエッセンス
が された手遊びの指導経験を むことは、
学生の保育者としての力 を高めていくものと
考える。また、手遊びの一 動としての実践
は、自由遊びにおける保育者の援 方法の 練
という見方もあり、その 効性が されてい
る（岩田・小川 0 5） 。手遊びは、5 領域の
面から見ても総 的な育 を すことのでき

る豊かさをもった遊びである（高原 00 、今・

尾辻 0 0 ）。「保育内容総論」で う内容とし
ても さわしいと考えた。
「手遊び模擬保育」は、 通り、手遊びを

行う模擬保育であるが、単に人前で手遊びを発
表するということではない。「模擬保育」である
上、目の前の人（学生）を本当の子どもだと

思って実践する。また、その子どもも とし
た子どもではなく、特 の年齢、シチュエーシ
ョンを して行う。短時間ではあるが、原
として、あらかじめ「指導案」を立てて行う。

(2) 「手遊び模擬保育」の 体的な課題内容
「手遊び模擬保育」は 3 回目と 4 回目の
で行った。 体的な課題内容は表 の通りで

ある。 回、対象年齢、場面を したが、手
遊びは、教員が指 した つの手遊び教材の中
から選択させた。 回に行う手遊び教材の選択
をまったくの自由にしなかった理由は、一つ一
つの手遊びの教材としての豊かさ、奥 さ、指
導方法の工夫等について に検討させたいと
考えたからである。 じ手遊びでも、対象年齢
やシチュエーションによって らいも わって
くること、また、多様な しみ方・ア ン が
あること、さらには、 じ手遊びを じように
行っていても、それをする人によって しく感
じたり、そうでなかったりすることがあり、そ
れらについて、学生に 考察させたいと考え
た。それは「模擬保育とその振り返りを通して
保育の 点を見つける」ことに通ずると考え
た。

回目の模擬保育では 3 児 ラスに対して

1回目 2回目

1 11

表   「 」の 的 内容
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3 分 上、 回目の模擬保育では 5 児 ラス
に対して 4 分 上の時間を っての保育を考え
る内容を課した。いずれの想 ラスの子ども
た も、学生が行う手遊び教材を知らないとい
う前 で、手遊びの指導を考え、実践すること
を課題とした。これらは学生が しでも子ども
の立場にたって指導の れを考えるために大事
な と考えた。
学生は 回の模擬保育いずれにおいても、全

員が保育者役を 人で経験するが、学生にとっ
て初めての経験である今回は、 回目の模擬保
育については指導案や 案の作成を 意とした。
指導案を書かなくても手遊びの実践ができると
思った学生には、まずは指導案を書かずに実践
させ、次に指導案を立てて行った時との いを
考えさせた。
「手遊び模擬保育」の や課題内容の

を第 回目の で行った。その際、学生への
「手遊び模擬保育」の動 づけ（アイス ー
ン を て）として、 年前の にお

いて、教員（ 者）が保育者役となって子ども
役に見立てた学生を相手に行った手遊び模擬保
育の 画を見せ、その時に作成した指導案と
案を解 し、模擬保育のイ ー をつかませた。

(3) 「手遊び模擬保育」の実 方法
「手遊び模擬保育」当 は、 を けるため

に、 の教 を して、 ラスの人 を
ループ（ ループ ）に分け、全

ループ 時 行で模擬保育を行った。また、
飛 感 のため、 ス 着 の上、発声は
えめにするとともに、保育者役と子ども役と

の対面 は 5 ートルの間 を け、子ど
も役は に 一 で び、 との間 は
ートルを取って った。 ループ、順番に
人ずつ保育者役を行い、その の学生は子ど

も役で し、今回は 察役を かなかった。
学生には模擬保育では子ども役が大事である

ことを え、想 された年齢の子どもになるこ
とを（も ろ があることは 知の上で）、
そのために、 前に教員から簡単にその年齢
の特 等を 言した。

教員は模擬保育中、 ループを 回するが、
模擬保育中に ントはせず、模擬保育 後
の り時間で簡単な ントを た。また、
3 場に分かれて 時 行で行った模擬保育の
様子は、教員自 の の反 と、学生が模擬
保育後の振り返りに できるように 3 の
デ カ ラで 時 した（模擬保育後 3 間、

 にて 画 を 者
のみが視聴できるように 信）。

回、模擬保育 後 3 内に から
模擬保育の振り返り（反 、課題、気づき、感
想）を させた（ 力で は自
由）。この振り返りは、自由 で、あえ
て 目等を作らなかった。 目や
を いることで模擬保育の 視はしやすくな
るが、初めての模擬保育においては、まず「保
育を する視点」として が大切なのかを振
り返りの中で見つけ していく作 が重要であ
ると考えたからである（上月 2018）。
通 は、 人での振り返りの後、 ループ、
ラス全体での振り返りの を行うが、この

年は感 対 のため、対面 を実 する
にしても 力対面時間を らす 要があったこ
とから、 人での振り返りのみに めた。 ラ
ス全体での振り返りができなかったかわりに、

回で、教員が学生の振り返りの ・
フィード ッ を行った（ ンデ ンド動画で
信）。

．

(1) 分 方法
ここからは、「手遊び模擬保育」実 後に学生

が した振り返り（ 上での 力である
が、 「振り返り ポート」とする）をもと
に、模擬保育後に学生がどのような 点から振
り返りを行っていたのか、 の視点から分
を行っていく。

振り返り ポートの分 の視点
1 事前準備・事前練習全般等に関すること
2 らい・内容の に関すること
3 動の れと時間 分に関すること
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4 環境構成に関すること（ 的・ 間的）
5 環境構成に関すること（人的）
6 子どもの姿の予想に関すること
7 保育者の援 、言葉かけに関すること

この分 の視点は、上月（2018）において検
討した模擬保育と 様のものであるが、それと
の 検討も行うことから、今回の「手遊び模
擬保育」との いを確認しておく。
上月（2018）で検討した対象は、学生にとっ

て初めての模擬保育という点と、 の中で行
った 2 回分の模擬保育での気づきという点では
通しているが、模擬保育の課題内容やその振

り返り方に いがある。上月（2018）で対象と
した模擬保育は、「 の 」（手遊び・歌・ ・

確認等を む）から「 動」（ 動遊びか
作遊びのど らかを 保育として行う）ま

での 35~50 分 度の模擬保育（ の 動を
み わせての模擬保育であることから、 本
では「 模擬保育」とする）で、保育者

役・子ども役・ 察役の 3 役を立てて実 した
が、保育者役については一部の学生のみの経験
（3 4 の ループ）である。また、分 には、
模擬保育 後に書いた 人での振り返り ポー
トと、その後、 ラス全体で振り返りを し
た後に された ポートをもと行った。後者
の振り返りでより豊かな学生の気づきが見られ
たが、本研究においては、今回の「手遊び模擬
保育」の分 対象が模擬保育 後の 人での振
り返り ポートであることから、ここでは前者
の 人での振り返り ポートのみを 対象と

する。
なお、今回の「手遊び模擬保育」の振り返り
ポートは、 意に選 だ 1 ラスの 2 回分の

66 （2 回通しで した学生のもの）を分
する。学生の振り返り ポートに されてい
た は、1 当たりの は 573 、
多で 1,286 、 で 48 である。

(2) 「手遊び模擬保育」の学生の気づき
表 2-1 は、「手遊び模擬保育」実 後の振り返

り ポートに見られた学生の気づきを したも
のである。66 の振り返り ポートに され
ていた気づきを見ると、 も の多かった
点は、「保育者の援 、言葉かけに関すること」
で 61 （92.4%）、次いで「 動の れと時間
分に関すること」50 （75.8%）、そして、「環

境構成に関すること（人的）」41 （62.1%）、
「子どもの姿の予想・理解に関すること」34
（51.5%）、「事前準備・事前練習全般に関する
こと」29（43.9 ）、「 らいと内容の に関
すること」21（31.8 ）「環境構成に関すること
（ 的・ 間的）」14 （21.2 ）と いた。1
回目と 2 回目の「手遊び模擬保育」を する
と、「 らいと内容の に関すること」 外は、

・ に の （2,3 ・6~9% 度）
が見られるが、学生の気づき は 度
である。
振り返り ポートには、自分が行った模擬保

育に対する と、 学生が行った模擬保育に
対する が見られるが、その を したもの
が表 2-2 である。いずれの 点も、前者の方が

全 29 43.9% 16 48.5% 13 39.4%

21 31.8% 5 15.2% 16 48.5%

50 75.8% 26 78.8% 24 72.7%

14 21.2% 8 24.2% 6 18.2%

41 62.1% 22 66.7% 19 57.6%

34 51.5% 18 54.5% 16 48.5%

61 92.4% 31 93.9% 30 90.9%

表 -  「 」 の に ら の

1回目 2回目全2回
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後者よりも の が高いが、「 動の れと
時間 分に関すること」については、 学生が
行った模擬保育に対する が 的多く見ら
れる（42.4%）。また、自分が行った模擬保育に
対する の中でも、「 らいと内容の に関
すること」については、1 回目よりも 2 回目の

が高い。

(3) 「手遊び模擬保育」と「 模擬保育」
の
「手遊び模擬保育」と「 模擬保育」の

振り返り ポートの気づきを したものが表
3-1 である。カイ二 検 を行ったところ、「保
育者の援 、言葉かけに関すること」 外は、
す て 意な があった。表 3-2 は「 模

擬保育」の内「保育者役を経験した学生 」の
振り返り ポートの気づきに って見た場 の

であるが、これを見ると「環境構成に関す
ること（人的）」、「環境構成に関すること（ 的・
間的）」については 意 が、「 らいと内容

の に関すること」、「 動の れと時間的
分に関すること」については るやかな 意
があった。 して、「手遊び模擬保育」の方が「

模擬保育」よりも気づきが多いことが え
る。

、「手遊び模擬保育」後に された学生
の振り返り ポートの を見ながら、 体的
な学生の気づき内容、 びその気づきが され
た要 を考察していく。

全2回 66 29 43 .9% 0 0.0%

1回目 33 16 48.5% 0 0.0%

2回目 33 13 39.4% 0 0.0%

全2回 66 18 27 .3% 5 7.6%

1回目 33 4 12.1% 1 3.0%

2回目 33 14 42.4% 4 12.1%

全2回 66 36 54 .5% 28 42 .4%

1回目 33 21 63.6% 14 42.4%

2回目 33 15 45.5% 14 42.4%

全2回 66 9 13 .6% 6 9.1%

1回目 33 6 18.2% 2 6.1%

2回目 33 3 9.1% 4 12.1%

全2回 66 36 54 .5% 11 16 .7%

1回目 33 21 63.6% 6 18.2%

2回目 33 15 45.5% 5 15.2%

全2回 66 31 47 .0% 4 6.1%

1回目 33 17 51.5% 2 6.1%

2回目 33 14 42.4% 2 6.1%

全2回 66 58 87 .9% 18 27 .3%

1回目 33 30 90.9% 8 24.2%

2回目 33 28 84.8% 10 30.3%

表 - 「 」 の に ら の （ の ）

環境構成に関すること（ 的）

子どもの姿の予想・理解に関すること

の に関すること

の N

事前準備・事前練習全般に関すること

ねらいと内容の設定に関すること

の と 間 に関すること

環境構成に関すること（物的・空間的）

に する
記述

に す
る記述
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(4) 「手遊び模擬保育」における学生の気づき
の
1) 保育者の援 、言葉かけに関すること
学生の気づきで も多かったものは「保育者

の援 、言葉かけに関すること」で、92.4 の
ポートにおいてこの 点からの が見られ

た。この多さは「 模擬保育」でも 96.0%
と 様の高 であった。「保育者の援 、言葉
かけに関すること」は、 的な子どもへの行
であり、学生にとって見えやすく、気づきや

すい 点と考えられる。
振り返り ポート（表 4-1）を見ると、自分自
の模擬保育について、緊張のあまり子ども役

の学生に に関わることや ミュ ケーショ

ンを取ることができなかった反 （ A・
B）や、 学生が行った模擬保育を子ども役とし
て けて、子どもの発言に 意を向けることや
子どもの反応を き すような工夫の大切さへ
の気づき（ C・ ）が されている。ま
た、模擬保育の 画を事後に視聴することで、
模擬保育時に気づかなかった援 の 分さ、
子どもの言葉の き としに気づいている
（ E・F）もある。「保育者の援 、言葉
かけに関すること」の振り返りは、1 回目の
ポートでは、自分自 の模擬保育に対しての
分さ（課題）について しているものが と
どであるが、2 回目の ポートでは、1 回目の

模擬保育の反 を生かしての手 たえを感じて

事前準備・事前練習全般に関すること 29 43.9% 44 22.2% x2(1)=  10.609   ,  p<.01

ねらいと内容の設定に関すること 21 31.8% 23 11.6% x2(1)=  13.127   ,  p<.01

の と 間 に関すること 50 75.8% 82 41.4% x2(1)=  22.000   ,  p<.01

環境構成に関すること（物的・空間的） 14 21.2% 104 52.5% x2(1)=  18.389   ,  p<.01

環境構成に関すること（ 的） 41 62.1% 60 30.3% x2(1)=  19.890   ,  p<.01

子どもの姿の予想・理解に関すること 34 51.5% 43 21.7% x2(1)=  19.856   ,  p<.01

の に関すること 61 92.4% 190 96.0% x2(1)=   0.674   ,  ns

%

事前準備・事前練習全般に関すること 29 43.9% 10 47.6% x2(1)=   0.002   ,  ns

ねらいと内容の設定に関すること 21 31.8% 1 4.8% x2(1)=   4.824   ,  p<.05

の と 間 に関すること 50 75.8% 10 47.6% x2(1)=   4.652   ,  p<.05

環境構成に関すること（物的・空間的） 14 21.2% 14 66.7% x2(1)=  13.070   ,  p<.01

環境構成に関すること（ 的） 41 62.1% 3 14.3% x2(1)=  12.733   ,  p<.01

子どもの姿の予想・理解に関すること 34 51.5% 10 47.6% x2(1)=   0.004   ,  ns

の に関すること 61 92.4% 20 95.2% x2(1)=   0.003   ,  ns

表 - 「 」と「 （ ）」 の に ら の の

表 - 「 」と「 」 の に ら の の

「 」
（ 66）

「 」
（ ）の 定

「 」
（ 66）

「 」
（ ）の 定
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いる が多く見られた（ G・H）。

2) 動の れと時間的 分に関すること
学生の気づきで次に多かったものは「 動の
れと時間的 分に関すること」で、75.8 の
ポートにおいてこの 点からの が見られ

た。この 点からの振り返りは「 模擬保
育」（41.4%）との でみると、 意に「手遊
び模擬保育」で高い。手遊びに特化した模擬保
育であるにも関わらず、 の 動を課題に取
り だ「 模擬保育」よりも、この 点
での振り返りを行っている学生が多かったこと
は意外であった。
振り返り ポート（表 4-2）を見ると、特に手

遊びの 初の導 の 方・工夫に関する気づき
（ A・B）がよく見られたが、 部分で
の工夫や、自 な れをつくることの大事さや
時間 分への意 （ C・D・E・F）、手遊
びの後の 動とのつながりを考えることの大切
さへの気づき（ G）も見られる。
こうした気づきは、今回の模擬保育の課題が

単に手遊びを人前で発表するという内容ではな
く、学生がする手遊びを子どもが知らないとい
う想 や、 4 分 上という時間を うこと
を したことで、学生なりに 動の れ、時
間の い方を考える意 が高まったと考える。
また、「 動の れと時間 分に関すること」へ
の気づきは、上 したが、 の 点と して
学生の模擬保育に対する が多かった

（42.4%）。今回 じ手遊び課題を学生が 通に
取り だことも、 学生の様 な工夫への気
づきを したと考える。

3) 環境構成に関すること（人的）
学生の気づきで 3 番目に多かったものは「環

境構成に関すること（人的）」で、62.1 の ポ
ートにおいてこの 点からの が見られた。
この 点からの振り返りは「 模擬保育」
（30.3%）、「 模擬保育（保育者経験 ）」
（14.3%）との でみると、いずれも 意に
「手遊び模擬保育」で高かったが、特に後者の
方でその が大きい。

振り返り ポート（表 4-3）を見ると、手遊び
を しく感じられる要 として、体の動かし方
（ A・C・D・E）、 や豊かな表情（

B・C・E）、声の し方（ B・D・E）
の大切さに気づいている様子が える。
こうした気づきは、今回の模擬保育の課題が

手遊びという の道 も わない、保育者の
体のみで行われる 動であったということが
「環境構成に関すること（人的）」への気づきを
した要 であると考えられる。また、
で ス を着 しながらの模擬保育であった

ことも、より表情や声への意 を高めたと考え
る。しかし、このような保育者の動き、表情、
声については、保育者役をしている学生自 は
自分で気づきにくいものである。「 模擬保
育」においても保育者役を経験している人の
ポートにはあまりこの点の反 は見られなかっ
た。このような気づきを した要 は、今回、
ICT を して一 期間 上で 人で り
返し 画を視聴、振り返りに かすことができ
たことも大きいと考える。

4) 子どもの姿の予想・理解に関すること
学生の気づきで 4 番目に多かった 点は「子

どもの姿の予想・理解に関すること」で、51.5%
の ポートにおいてこの 点からの が見ら
れた。この 点からの振り返りは「 模擬
保育」（21.7 ）と して 意に高いが、「

模擬保育（保育者経験 ）」（47.6%）との
では 意 がない。
振り返り ポート（表 4-4）には、模擬保育の

想 場面である の における子どもの姿を予
想して 意点を考えていたもの（ A）、指
導案を立てる際に子どもの姿を予想すること
（ B・C）、予想した子どもの姿について
の を反 するもの（ C）、また が
こったときの な対応の重要性（ D）

に対しての気づきが見られた。
こうした気づきは、「 模擬保育（保育者

経験 ）」との で 意 が かったことから、
保育者役を経験するからこそ感じやすい点であ
ると考える。「手遊び模擬保育」での保育者役と
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表4-  「 の に関すること」の記述例

A
・手遊び模擬保育をしてみて、10人くらいの前でもやっぱり緊張してしまい、話し方が くなってしまったこと
と、自分が予想していなかった子どもの 言に対して焦ってしまい、 に関わることが出来なかったのが反省
点であると思いました。（1回目）

B
・3分間の手遊び模擬保育を行ってみて、初めて 数人の前で模擬保育をしたので、想像 に緊張してしまい、
自分の考えていた子どもとのコミ ー ンがとれませんでした。（1回目）

C
・同じ手遊びを選んだ方でも、子どもとのコミ ー ンを多く取っている人や、子どもの 言にも注
意を けられている方がいて、見習いたいと思いました。（2回目）

D
・ の学生の手遊び では、こちら（子ども の学生） の りかけを大切にされていたり、こちら の反応
を き出すような言葉かけの工夫を考えられたりしていたので、 考にしようと思います。（1回目）

E
・手遊びは終始私 体で展開されていき、子ども の学生一人一人に応じた言葉かけや に合わせた
が大切になされていなかったことに後から（ 像を見て）気づきました。（1回目）

F
・自分の りに めようとするあまりに、子どもの言葉を き落としていることが動 を して多々あ
ることに気づいた。（2回目）

G
・前回、子どもとの応 的な関わり方が出来なかったことが反省点だったため、今回、子どもと会話した
り、意見を取り入れたりすることを意識したところ、予想していたよりは 手くできた。（2回目）

H

・前回よりもみんなの反応を見ながら めることができた点はよかったと思いました。緊張していると自分の
ペースで めようとしてしまうので、子どもたちの反応をよく見て、臨機応変に対応したり、言葉がけをし

たりしなければならないなと思いました。（2回目）

表4-  「 の 間 に関すること」の記述例

A

・導入部分で手遊びにもっと 手く入れるようにもう少し工夫したら良かったなと思いました。 えば、いき
なり好きな動物に話を持っていくのではなく、動物 に行ったことに れたり、動物の絵を描いたねなど、子ど
もが日常を る中で動物に れていることがあればそのことに関連するように話しを める必要があると思いま
した。（1回目）

B
・自分はあいさつからそのまま手遊びに 行したのですが、次の活動のための呼びかけや をしている人
がいて、子どもがより手遊びや次の活動に を持ちやすいと思いました。（1回目）

C
・今回の模擬保育より、4分があっという間に感じるコ として、「導入から 活動の流れを自然にするこ
と」…（中略）… じて、子どもたちの「やりたい 」という意 をいかに保育者が自然な流れの中で き出す
かということが重要であると思った。（2回目）

D
・ の人の手遊びを実際に体 しましたが、4分が く感じる手遊びと、とても く感じる手遊びがあったの
で、「まだやりたい」と思ってもらえるような手遊びの流れを考えれるようになりたいと思いました。

E
・ の人の手遊びを見る事で、同じ手遊びでも様々な楽しみ方やア ン の仕方、また着 点の違いがあるの
だと り、とても面 かったです。（1回目）

F
・前回の「ぱんだうさぎこあら」は終わりのある歌であるが、今回の「おちたおちた」は繰り返すことを楽しむ
遊びであるので、何回繰り返して終えれば良いのか考えることができなかった。 数の を げたのにも関
わらず 1回ずつ程度しか繰り返しておらず、時間 分が難しいと感じた。（2回目）

G
・手遊びをした後に子ども が元気よく出席のお返事ができるような声 けをして次の活動に げているのが
とても良いなと思いました。（1回目）

表4-  「環境構成（ 的環境）に関すること」の記述例

A
・保育者が全然動かないよりも、大きく に れたりして動いていることで、 的にも非常に楽しむことが
できるのだと考えました。体全体を大きく使うことが非常に大事だということを実感しました。（2回目）

B
・前回よりも子ども の方をしっかり見つつ り、 ラ クスして で をしている人
が多く、やはり かな遊びを子ども の前で行うには、大 の前で行う事になれるという事もとても重要な要
の つなのだと改めて感じました。（2回目）

C

・「おやつ」の手遊び模擬保育を行っていたHさんが、「せんべい」や「サクラン 」を言った後に、 ずかし
がらずに 目をむいて「 ー」としたり、 が抜けた時の をしたりしていて、 らしいなと思いまし
た。また動作を大げさにやっていることで「おやつ」の手遊びの面 さがより き出されていたので、次から私
も してみようと思いました。（1回目）

D

・しかし動 を り返ると保育者 である私自身が楽しそうに見えなかったです。保育者が楽しそうにしてい
ないと、子ども が遊びを楽しむことは難しいと思います。楽しそうに見えなかった原因の一つとして、声の出
し方があると思いました。…（中略）… んだ 子で子ども の前で話すことができるようになれば、遊びも
もっと り がるのではないかと考えました。もう一つの原因として、私の身 り手 りが小さいことを げ
ます。自分ではそれなりに大きくやっていたつもりでしたが、まだまだ大きく する必要があります。（ 2回
目）

E

・また、動 を見て いたのが、 で行っているつもりでしたが、 スクをしていて、あまり楽しさが
わってこないということです。 スクで が分かりにくい分、動きを大きくすることや声のトーンをもっと
明るくして楽しい 気づくりを行うことが大切だと感じました。これから行く実習 でも、 スクは着用す
ると思うので、子ども から自分はどう見えるのかを意識して、楽しさが わるような る いができるよう
に意識しなければならないと感じました。（1回目）
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表4₋4 「子どもの姿の予想・理解に関すること」の記述例

A

・朝の会の出席確認の前ということで、子どもたちは元気いっぱいであったり、これから始まる一日にワ
クワクしていたり、逆に保護者と離れて寂しい思いをしていたりと、様々な気持ちを持った子どもがいる
と考えたため、全身を大きく使うことで気持ちよく朝のスタートを切りたいと考え、今回実践してみた。（ 1回
目）

B
・改めて実際の子どもの姿を想像することの大切さに気付きました。どんな反応をするか、想像していた反
応とは違った反応が来たときにどう対応するかなどをある程度想定しておかないと、沈黙になったり適当な反
応をしてしまう危険性があると思いました。（1回目）

C

・手遊び模擬保育をしてみて、今回は初めての手遊びを教える設定だったのですが、子どもたちの反応を見てや
り取りをしながら教えていくことの楽しさと難しさを感じました。そして、子どもたちの様子や出てくる言葉
を予想しておくことが、いかに大切かを学びました。指導案を立て練習する際に予想はしていたけれど、あとか
ら見て自分の導入部分は 3歳児には難しいと感じたので、これから更に意識して予想をしていきたいと思いま
した。（1回目）

D
・指導案では、「このような言葉が返ってくるだろう」と想定していても、実際には、自分の予想とは異なる
反応が返ってくることも少なくないはずです。このように、想定外の状況になったときに、“柔軟に対応する”
ということが大切になるのではないかと感じました。（2回目）

表4-5 「事前準備・事前練習全般に関すること」の記述例

A
・大人数の前に立つことに緊張してしまい、「ぱんだうさぎこあら」の後半部分をせずに終わってしまいまし
た。緊張してしまった原因は、練習不足であると考えます。…（中略）…次はもっと入念に何度も練習して来週
に生かしたいと思います。（1回目）

B
・緊張してところどころつまづき、声かけが飛んでしまったところです。赤ちゃんのパンダとうさぎとコアラを
呼ぶというところで、声を小さくして呼んでみようという部分や、次は速くやってみるよという部分などところ
どころ抜けてしまいました。何回も練習を重ねることが大事だと改めて感じました。（1回目）

C

・一人で手遊びをするのと、みんなの前で行うのは全然違うなと感じました。一人で練習しているときは、落ち
着いてできるけど、みんなの前で行う時は、とても緊張しました。…（中略）…「動物さん来てくれたね」と言
うつもりだったのに、飛んでしまいました。…（中略）…人前で話したり、歌ったりする練習をしなければな
らないなと思いました。（1回目）

D

・話す事を忘れてしまって何も話さずに止まってしまったことが一番の反省点です。全体の流れと、どのように
説明やお話をするのかを何度も練習をして本番に挑んだのですが、人前に立って話すとなると緊張してしまい話
す事を忘れてしまったので、緊張しても自然と口が動くようになるぐらいまで、何度も練習をすることが必要だ
と気付きました。（2回目）

E

反省点としては、緊張しすぎて手遊びの中の動作が抜けてしまったり、子どもたちに立った状態で「かみなりど
んがやってきた」をやってもらおうと思っていたことを忘れてしまったりとミスも目立ちました。事前練習の際
に、一人でするのではなく誰か家族に見てもらいながらすると良い緊張感があり、本番も焦らず手遊びをするこ
とが出来るのではと思いました。次から実践していきたいと思います。（2回目）

表4-6 「環境構成に関すること（物的・空間的）に関すること」の記述例

A
同じ手遊びでも導入の仕方や、遊び方が様々でとても楽しいと感じることができました。中でも、ペープサート
などの小道具が出てきたときは、「何が始まるのだろう」というワクワク感で惹きつけられました。（1回目）

B
・同じグループで私と同じ手遊びを選んでいた人の模擬保育を見ると、手遊び歌に出てくる食べ物を紙に描い
て紹介するといったように道具を用いる工夫をしていて非常にわかりやすいと思い、一つ勉強になった。（ 1回
目）

C
・私は自分がずっと座って手遊びを繰り広げましたが、 3歳児は動いて行ったりするのが好きなので立ったり
座ったりする動きを取り入れて行うのはいいなと思いました。（1回目）

表4-7 「ねらいと内容の設定に関すること」の記述例

A

・同じ手遊びでもどこに注目して楽しむのか、何と関連させるのかによって内容が大きく異なることに気づ
きました。明日の予定に関連させる場合もあれば、その日の活動(お絵描きなど)に関連させる場合など想定され
る場面は多くあり、このことから、手遊びを行う際に何を目的とするのか、関連させたいことは何かを明確に
することが何よりも大切ではないかと考えました。（1回目）

B

・実際に手遊び模擬保育をして、私が考えたねらいに合った活動の内容になっていなかったと思いました。改
めて、その時期の子どもの姿を的確にとらえること、その姿に合ったねらいを設定すること、そしてそのねら
いに沿った活動を展開していくことの大切さを感じました。そうした基本のことをしっかりとおさえたうえで、
綿密に指導案を立てていくようにしたいです。（2回目）

C
・一概にこの手遊びはこうだから、この年齢はこうだから、と決めつけずに、柔軟な思考と臨機応変に楽しい事
を見つけられる感性で「今の、この子」に焦点を当て相応しいものを選び取り、一つの手遊びからも充実した
時間を作れるようになりたいと思います。（2回目）
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「 模擬保育」での保育者役で 等の気づ
きが られたのは、子ども役の がたとえ
分なものであったとしても、特 の子どもの

年齢を想 して手遊びを行った効果が たもの
と考える。

5) 事前準備・事前練習全般に関すること
学生の気づきで 番目に多かったものは「事

前準備・事前練習全般に関すること」で、43.9
の ポートにおいてこの 点からの が見ら
れた。この 点からの振り返りは「 模擬
保育」（22.2%）との でみると、 意に高か
ったが、「 模擬保育（保育者経験 ）」
（47.6%）との では 意 がなく、 度の
気づきが見られた。
振り返り ポート（表 4-5）には、大 の前に

立つことでの緊張を感じ、手遊びの歌詞や動作
が飛 でしまったり、考えていた 、ア ン
を忘れてしまったりという反 がたくさ 見

られた（ A・B・C・D・E）。よく知って
いるつもりの手遊びであっても、人前に立つと
緊張で歌や動作が てこないこともあるという
ことに気づき、練習・準備をすることの大事さ
を痛感している様子が える。
この 点への振り返りを対象 に見ると、

学生が行った模擬保育に対する はまったく
見られず、す て、自分が行った模擬保育に対
する であることが特 的であるが、上 の
「子どもの姿の予想・理解に関すること」と
様に、模擬保育で保育者役を経験することで気
づきが される特 があることが み取れる。

6) らいと内容の に関すること
学生の気づきで 番目に多かったものは「

らいと内容の に関すること」で、31.8 の
ポートにおいてこの 点からの が見られ

た。この 点からの振り返りは「 模擬保
育（全体）」（11.6%）、 び「 模擬保育（保
育者経験 ）」（4.8%）と すると、前者で
意な が、後者で やかな 意 があり、「手遊
び模擬保育」での気づきの が高かった。
振り返り ポート（表 4-6）には、手遊びを行

う目的を考えること（ A）や、子どもの
姿を えての らい の大切さ（ B・
C）への気づきが見られるが、こうした 点への
気づきは、初めての模擬保育ではなかなか し
いことである。
「 らいと内容の に関すること」への着
は、1 回目と 2 回目の振り返り ポートで
すると、2 回目で高くなっている（表 2-2）。

このような特 は「 模擬保育」でも見ら
れたが、模擬保育の 1 回目を えた時点での教
員の でその重要性について れていること
が、2 回目の意 の向上につながっているもの
と考えられる。

7) 環境構成に関すること（ 的・ 間的）に関
すること
学生の気づきで も なかったものは「環境

構成に関すること（ 的・ 間的）」で、この
点からの が見られたのは 21.2 の ポー
トにおいてであった。これは「 模擬保育」
（52.5%）と して 意に い。
振り返り ポート（表 4-7）には、手遊びの歌

詞の中に 場する や動 等を いた カ
ードや ープサートを 意した学生を見ての気
づき（ A・B）や手遊びを行う際の立 か

かの効果を検討しているもの（ C）
等が し見られたが、この 点への気づきの
なさは、特に道 がなくても しめる手遊びの
模擬保育だったからであろう。

４．まとめと課題
「手遊び模擬保育」における学生の気づきを

「 模擬保育」のそれと 検討しながら
考察してきたが、 して「手遊び模擬保育」に
おいて多様な気づきが されていたがわかっ
た。このような多くの気づきを すことができ
たのは、いくつかの要 が考えられる。
まず、全員が保育者役を経験したことがある

だろう。も ろ 、「 模擬保育」において
も保育者役を経験しなかった学生も、 ラス全
体での振り返りを行うことで多くの気づきを
ていたが、保育者役を経験することでしか実感
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（痛感）できない気づきがあった。それは、特
に事前に準備や練習をすることの重要性や、子
どもの姿を予想・理解することの大切さへの気
づきであった。多くの学生が「手遊びくらい（自
分の知っている・できる手遊びを選択すれば）、
事前に準備・練習をしなくても（指導案を書か
なくても）学生相手なら問題なくできるだろう」
というような思いをもっていた。しかし、実際
に保育者役となって、多くの子ども役の学生に
見つめられて緊張したり、予想外の反応を返さ
れて戸惑ったりして、簡単な手遊びの動作でさ
え忘れたり、歌詞を飛ばしたり、テンポが速く
なってしまったりという失敗をしていた。この
失敗経験が、もっと事前に準備・練習しなけれ
ば、もっと子どもの姿を予想・理解しなければ
という学生の気づきを高めたものと考える。ま
た、模擬保育中は失敗したと感じていなかった
ことも、模擬保育後に保育者役をしていた自分
の姿や表情、動作、声などを動画で確認するこ
とによって多くの気づきがプラスアルファされ
ていた。動画視聴による振り返り効果は大きか
ったと言える。
学生全員が保育者役を経験できたのは、今回、

短時間で行える「手遊び」を模擬保育として取
り上げたことが大きい。一般的な模擬保育では、
なかなか全員に一人ずつ保育者役を経験させる
ことはできない。「手遊び」に特化した模擬保育
だったからこそ、それが可能となった。しかし、
ただ「手遊び」を人前で順番に発表していくだ
けでは、このような豊かな気づき生まれなかっ
たと考える。手遊びを行う対象年齢、場面、子
どもの経験等のシチュエーション・課題を工夫
し、目の前の人（学生）を本当の子どもだと思
って学生が実践したことで、「保育を構想する力」
の基礎、「振り返りの視点」がいくらかでも育ま
れたものと考える。
全員が保育者役を経験することで、多くの学

生が失敗体験をしたと思われるが、短時間で済
む「手遊び模擬保育」では自信喪失度は小さく、
むしろ、すぐにやってくる次の保育者役への意
欲を高めている様子が見られた。
初めて学生が保育者役を経験する模擬保育課

題に「手遊び模擬保育」は選択肢の一つになる
と考える。今後は、さらにその後のセカンドス
テップ、サードステップの課題について考えて
いきたい。
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